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（1）
　資本主義世界経済の最近の動向において，各国経済の相互依存が深化し，また他方での各企
業の国境をこえた活動の領域が拡大し，あらゆる経済活動においてその速度が増し，量的にも，
距離においても国境をこえた活動が増大し，拡大をつづけているのが特徴となっている。こう
した現象をとらえて経済のグローバル化と呼び，1980年代以降新しい段階に入っているという
　　　　　　　　（1｝指摘もなされている。
　このグローバル化の過程は，そもそも資本主義経済発展の当然の過程とも言えるのではある
が，そのような本質的な原理の指摘のみでは，現代資本主義の分析には役立つものとは言えな
い。資本主義的生産様式は本来世界市場を前提に出現した。世界的広がりをもった市場を必要
としたのであり，またその生産様式においてその資本が必要とする世界市場をつくりだしてい
く過程で，世界経済の内容となる国際経済関係をつくりだしていったのであるが，今またその
諸関係をつくりだした資本の活動が世界経済の内容を新しくつくりかえようとしているのであ
り，これをグローバルリズムとよんでいる。そして，その変化過程を総称してグローバル化と
称しているのである。
　ところで，このグローバル化とよばれている過程の特徴点をいくつか上げて，若干の整理を
試みておこう。まつ第1は，世界の経済成長を上まわって，世界貿易，つまり国境をこえた取
引が拡大しているという特徴が上げられる。例えば，世界の生産と貿易の拡大を比較してみる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②と，後者は前者の1．5から2倍の速度で拡大しているのである。このことは，資本主義経済の生
産過程が国民経済をこえた市場目あての生産にかわってきていることを示している。資本主義
（1）「世界経済が構造的にも相互依存を非常に深めて，グローバルといった用語が国際的とは異なっ
　たものとしてきわめて適切なものとなったのは，最近の20年間のことであった。」John　H．　Dun・
　ning；“The　Advent　of　Alliance　Capitalism”，（J．　H．　Dunning＆K．　A．　Hamdani　ed．　The　IVew
　Globalism　and　I）eveloping　Coz6η’ガ6∫1997，　P．12）
（2）李珠「経済全球化潮流中的発展中国家」（「世界経済」1997年第7期）
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的生産と世界市場の関係においては，基本的には国民経済を介して，即ち，国際分業関係にお
いて国際的性格を与えられてきた。資本制世界市場は，こうして国際分業を基本にはしていた
が，植民地支配におかれていた地域においては，国民経済の形成をみることなく，国際分業関
係にひき入れられて，資本主義化がおレすすめられた。
　第2次世界大戦後，一方で植民地が政治的独立を達成し，国民経済形成へと向ったが，他方
では，一貫して各国経済の相互依存が深まり，その生産過程が，世界市場に結びつく度合が急
速に強まっていった。こうして資本主義生産過程に新たな性格が付与されることとなっていっ
た。この過程を促進したのが多国籍企業であり，多国籍企業によるグローバル化の促進が第2
の特徴点としてあげられるのである。この多国籍企業は，企業活動そのものがグローバリズム
の具体的現象として認識されるものである。すなわち，企業活動そのものが，国民経済の枠を
こえて，グローバル戦略によって展開されることをもって，多国籍企業と呼んできたのである
から，このような企業活動を実現している資本の運動を従来は，資本の国際化と称していたが，
この多国籍企業という形態での資本のグローバル化と認識する方が正確だと思われる。ダニン
グのあげた統計からもこのような資本の80年代以降の急速な拡大をみることができる。すなわ
ち，1967年の世界的に展開された海外投資の規模は1，123億ドルであったが，1973年の2，111億
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ドルから1980年には5，169億ドル，さらに1993年には2兆904億ドルへと急増していたのである。
　このような形での資本のグローバル化の急速な進展には二つの理由が考えられる。ひとつは
いわゆる情報革命といわれるもので，ME化の促進にもとつく企業経営や生産過程の変化が考
えられる。ふたつには，金融市場の自由化・グローバル化である。
　この情報革命は，単に企業経営のみならず経済活動全般に変革をもたらし，グローバル化を
おしすすめたのであるから，これを第3の特徴としてあげることできる。
　「情報工学とグローバル化は，たしかに企業や労働者，さらに政府にとってきわめて大きな
　　　　　　　　　　　　　　　（4｝係わり合いをもつことになるだろう。」とエコノミスト誌は指摘した上で，グローバル化が情報
産業，情報社会の出現といった技術革新，（シュンペーターにならって第5の長期波動期に入っ
たと同誌はのべている）と結びついているとの認識にたっている。つまり，新しい生産力の発
展が，この情報工学の発展によってもたらされ，このことが企業のあり方，経済制度の仕組み，
市場の形態を変えつつあって，この特徴がグローバル化なのである。
　っぎにはこれと密接に関連しあって，急激に発展した国際金融市場の出現であった。そして，
これを第4の特徴としてあげておきたい。さきにあげたエコノミスト誌はつぎのようにのべてい
る。「1960年には，大陸間電話回線は，138であったが，今やファイバーケーブルで，同時に150
万会話が可能なった。……略……また外国為替取引は，1日1兆3000億ドルにふくれあがって
（3）J．H．　Dunning＆K．　A．　Hamdani　ed．　op．　cit．　p．21．
（4）　The　Economist，　Sep．28th．1996．
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いる。国境をこえた債券や証券の取引は，1970年のアメリカでのGDPの3％から1995年には，
　　　　　　　　　　　　　　　〔5）それの136％にまで急上昇している。」
　たしかに，国際的な情報・通信事業の発達は，国際金融市場の発達に大きく寄与している。
国際的な金融商品の取引は通信産業の発達によって拡大し，現実に24時間取引が実現している
が，こうした取引を実現しているのは，IMF・GATT体制によって自由化された市場の形成が
なければならなかったのである。1995年に発足したWTOは，はじめてサービス貿易の自由化を
とりあげた。とくに金融取引の自由化に関しての多角交渉は，その後もつづけられ，1997年12
月に国際的合意が成立している。その内容をみると，アジアなどの発展途上諸国における外国
為替取引の自由化と，これら諸国での外国金融機関の子会社の設立，営業の自由が大幅に拡大
されている。新聞報道によれば，信用力と資産運用力にまさるアメリカの金融・投資機関のひ
　　　　　　　　　　　　　　　　㈲とり勝ちになっているとの評価が高い。
　1997年に経済危機に見舞われたアジア諸国は，国内の貯蓄不足から景気回復のためにも，外
資の自由な流入と合弁企業による自由な事業活動の展開を目ざしている。そのうえ，金融危機
にともなうIMFの援助には，コンディショナリティーとしての金融取引のいっそうの自由化が
課せられているため，こうした金融のグローバル化は不可避の状況にあったということができる。
（2）
　資本主義の生産過程は，資本蓄積と近代科学技術の発展を具体的条件として成立し，発達し
てきた。従っていくつかの段階を経て先進工業諸国の発展をみたわけで，最近の東アジアの工
業化過程は，「新工業化」過程と呼ばれて，資本蓄積や近代科学技術の面で，新たな形態をとも
　　　　　　　　　　　　　　（7｝なっているものと認識されている。これを異った視点からみると，資本主義世界市場における
新たな工業センターが従来の資本主義工業化過程とは異った過程をたどって実現しつつあると
の見方も可能となっているようにも思える。そして，このような工業センターの形成と拡大に
対応する市場の出現はどのようになっているのかという点では，従来の国際分業型の世界市場
形成と異った展開を示している。
　第2次世界大戦後，国際分業の展開の形態に変化があらわれ，垂直分業型の農業国と工業国
（5）　The　Economist，　Sep。28th．1996．
（6）日本経済新聞，1997年12月14日。
⑦　「工業化が一般に一国経済における工業資本・工業プロレタリアートおよび工業製品の比重の増
　大を含意するとすれば，「新工業化」はこの「工業化」の新しい仕方，様式を意味することになろ
　う。アジアNIESやASEANの「新工業化」が輸出総額に占める工業製品の輸出の比重の増大をも含
　意するとすれば，この新しいタイプの「工業化」，「新工業化」の主体は多国籍企業と現地資本や国
　家との「三者同盟」（triple　alliance）やそれより広い「新工業化」のすべてのトレーガーによる「多
　国籍同盟（提携）」（transnational　alliance），「世界的同盟」（universal　alliance）をその内実とす
　ると理解すべきであろう。」（中川信義編「アジア新工業化と日米経済」1990年，5ページ）
228　　　　　　　　　　　　　『明大商学論叢』第81巻第3・4号　　　　　　　　　　　　（228）
といった形態から水平分業型の工業国相互間の市場形成・拡大が主流をしめるようになった。
そしてこのような世界市場拡大における形態の変化は，資本主義工業における新たな発展のあ
らわれとみることができる。この過程のより具体的あらわれとして，ヨーロッパにおける市場
統合をみたのである。すなわち，ヨーロッパにおいては，国際市場としてのヨーロッパ貿易の
拡大を計るのではなく，関税同盟によって国境をしだいに低くして国内市場のヨーロッパ的拡
大を目的とするところにその特徴がある。つまり，ドイツ，フランス，イタリーといった国民
経済の相互依存は，統合という形態でいっそう促進されたとみることができる。
　この市場統合は，経済のグローバル化のひとつの形態とみることができる’。生産と市場の関
係において，少くともヨーロッパ諸国は，市場統合を通じて，各地域があたかもひとつの「国
民経済」的な性格をもった市場を通じて相互に関係づけられるわけである。したがって，世界
市場ですすんでいる経済のグローバル化の過程におけるヨーロッパ諸国の対応とみることがで
きよう。
　ダニングは経済のグローバル化についてつぎのようにのべている。
　「略言すれば，経済のグローバル化とは，国境を横切っての取引の範囲や様式の拡大の過程
であり，またグローバル化しつつある諸実体，一民間や公的な機関又は政府機関一それら
がいずれかの国に属していて，または他の国に属している関連機関や独自の機関などとのさま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）ざまな活動の間での相互依存関係の深化の過程なのであるる。」
　相互依存の諸関係を諸々の機関の間で国際的に実現し，その総体に変化が生じている過程を
グローバル化ということで把握している。国際分業関係という認識の場合は，このような総体
としての相互依存関係という認識とは本質的な相違があるということができよう。つまり，資
本主義世界市場の拡大・深化は国際分業のいっそうの多様化という過程であるかぎりは，各々
の国民経済のなかにおいての輸出産業の成長過程が前提になっているし，国内市場を介してた
えず国際的競争の関係に各産業部門がおかれていて，一方で輸出産業が突出して発展する過程
の裏には，他方で停滞・衰退の過程をたどって輸入を主体にして，国内市場から撤退する産業
もまた現れる。こうしてこの国際分業関係に基礎おくかぎりは，つねに国内市場を媒介にして
相互の経済関係が結ばれている。
　グローバル化の過程での相互依存関係の深化をみると，このような国内市場の役割は低下し，
世界市場の構造がかつてのような国内市場の重層的な構成によってなりたっていたものという
認識がくつれ，国内市場における諸資本間の競争を媒介にしながら，それを基礎にした比較優
位産業の出現といった過程が消滅するわけではないにしても，産業構造の構成やその変化が，
国民経済の枠をこえた領域を基礎にして実現しているとみることができる。このような形態で
の資本主義的諸産業の生産過程の発展は，国家の役割を根本的に問い直すことにもなっている。
（8》J．H．　Dunning＆K．　A．　Hamdani　ed．　op．　cit．　p．13．
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ボーダレス・エコノミーと称して国家の役割と対立させ，むしろ国境のない経済へと変化して
いるように認識しようとする傾向もみられるが，たしかに現象的には，そのような側面もみら
れるけれども，国家が否定されているわけではなく，その役割や存在形態に変化がおこってい
ると考えられる。
　このような生産過程，そのものの国際化，グローバル化を促進する主体として多国籍企業が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9｝存在しており，70年代以降，急速な発展をみせている。すでに引用したダニングのいう相互依
存の深化をすすめている主体こそ，この多国籍企業である。この相互依存の深化は，国家間の
関係として，国際分業に基づくものとは，また異った関係をつくりだしたということも言えよ
う。すなわち，それが国際協調と国際協力である。
　「総括すれば，すなわち，それがもし経済的厚生と持続的発展を促進することに成功すれば，
グローバリゼーションは，提携資本主義とよばれるような資本主義の新しい様式を採用するこ
とを必要としている。提携資本主義の独特な特徴は，その成功が社会において富を築き上げる
構成者と政府との間の調和的な相互作用にかかっているということである。協調と競争はなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ae）んで進展していく。それらは経済進歩のコインの裏表なのである。」
　国家間の経済協力や政策協調は，第2次世界大戦後のIMF・GATT体制を支える方法論とし
てすでに採用され，世界経済の発展に寄与してきた。この国家間の協調によって維持されてき
た貿易・金融の自由主義的体制としての国際経済秩序は，諸資本間の競争とその運動の国際化
を促進することによって，企業の多国籍化とその活動の発展を促進した。そして，この展開過
程において国際分業構造と重なりながら，さらにはその構造に対して変化をもたらすような資
本の生産過程や産業構成の国民経済的枠組みをこえて，諸国民経済を横断して重層的にグロー
バルな展開を示すことになってきた。
　多国籍企業が，諸国民経済にさまざまな問題をひきおこしてきたことについては，すでに多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ωくの研究がなされ，論じられてきているし，ここでの課題ではない。ただ，前掲のダニングの
定式化のなかで注目しておきたいのは，「経済的厚生」と「持続的発展」に成功すればとの条件
が付せられているという点である。このことは，発展の主体となっている資本（多国籍化され
た資本一多国籍企業）によって展開された「新様式の資本主義」が国民的利益と対立したり，
矛盾しないことが提携資本主義（alliance　capitalism）の発展や，存在そのものの条件だという
ことなのである。したがって彼はまた「富を築きあげる構成者と政府との間の調和的な相互作
用」ともいっているのである。すなわち，こうしたところに国家の役割をみいだしていかねば
ならない。
（9）　ibid．　p．p．19～23．
（10）　ibid．　p．46．
（1D多国籍企業に関しては，　S．ハイマー，　C．　A．ミシャレ，　A．タイユーヴァ，　Mレヴィールポワ
　ィエ，S．ストレンジ，宮崎義一，佐藤定幸，諸氏の研究を参照。
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　まつ第1に考えられることは，いわゆる「新工業化」との関係である。かつて後発資本主義
諸国での，自国経済の工業化を進める立場は，大なり，小なり保護主義的政策を導入して，自
国での資本蓄積と科学技術開発政策を基本とし，国民経済の工業化を成功させてきた。日本の
場合もそのようにして工業のいっそうの発展を計り，自動車をはじめとする技術集約的輸出工
業の発展を実現させたのであった。
　ところで，東アジアの発展途上諸国（東南アジアも含めて広義に理解したい）の場合には，
自国での資本蓄積よりも，輸出指向型の工業のために，むしろ積極的に外国資本の導入を計り，
輸出指向工業化政策を国民経済の工業化のための基本政策として採用したのであった。しかも
この工業化政策は，先進資本主義諸国における多国籍企業のアジアへの進出と結合して，急速
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a2）な経済成長を実現するという現象をつくりだした。このような工業化モデルは，自立的国民経
済形成とそのための経済の工業化を政策理念としてかかげる発展途上国の工業化戦略としては
受入られないもののように考えられていた。したがってインドのように国際政治の面で非同
盟・中立をその国家理念としていた国では，その表裏の関係にある経済開発戦略としては，国
家資本主義を軸とした自国の資本蓄積を主要基盤とした国内市場依存型の重工業優先の輸入代
替工業化戦略を採用してきた。このような伝統的経済学の原理にしたがった工業化に際しての
戦略展開は，所与の成果をあげることぎできず，1990年代にその政策の180度の転換をおこなっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a3）て，東アジアでのモデルを参考にした開発戦略を採用することとなったのである。
　このように工業化過程において，第2次世界大戦後の発展途上諸国においてしめされた国家
の役割は，IMF・GATT体制下のもとにおいては，大きく転換せざるをえなかったのであり，
いわゆる世界的規模での経済のグローバル化が進展した80年代半ば以降においては，中国，イ
ンドでも開放と自由化が明確になり，工業化をグローバル化の一部に組み入れるという方向で
の国家の積極的役割を果すことによって成果をあげることに成功しているのである。
　ところでこのように国際経済関係への積極的に参入することが各国にもとめられているので
あるが，IMF体制のもとではもうひとつ重大な役割が，国家に義務づけられている。すなわ
ち，国際収支均衡化義務である。この国家の役割は，国際的管理通貨制度のもとでは，国際金
本位制とは異って，各国に対して不可欠の義務となっている。これが第2の役割である。
　現在の国際通貨制度のもとでは，「ドル本位制」が先進諸国の通貨協力によって維持されては
いるが，基軸通貨の価値が維持される明確な客観的制度が確立されているわけではないし，G
7から除外されている諸国にとっては，一方的に外国為替取引の自由と国際収支安定の義務が
負わされている。とくに発展途上諸国は，工業化過程と経済成長を維持していくためにも充分
（12）World　Bank；The　East　Asian　Miracle，　economic　growth　and　publicρ01勿；Oxford　Univ．
　Press，1993，
（13）古賀正則「転機に立つインド経済」（古賀正則，内藤雅雄，中村平治編「現代インドの展望」1998
　年）参照。
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な支払準備としての外貨保有は欠かせないのであるから，国際収支を均衡的に維持することは
当然のことのように思える。そして，この国家の役割は，世界貿易が自由貿易主義を基本に拡
大していくなかで，各国が経済的安定と発展をとげるためには，重要なものと考えられている。
国家の役割のグローバル化であり，国際協調が優先されているようにみえる。そしてこの国際
的な役割を充分にはたすことが，同時にすでにのべた第1の役割も果すことになり，その国の
発展が約束されることになる。
　ところで，この国家の役割は，世界の国々の発展段階によって異うた含意をもつが，とくに
発展途上国の場合は，矛盾した内容となっている。右上りの経済成長過程にあるときは，外国
資本の流入があって，経常収支に赤字が発生していても，国際収支は黒字化し，外貨準備を保
有することが可能であるため，経済成長をすすめながら国際収支黒字を維持できるのであるが，
資本の過剰化が生じてくると，投資の収益率は落ち，資本逃避がはじまると一挙に国際収支の
　　　　　　　　　　　　　　　　a4赤字化が生じ，その矛盾が表面化する。
　メキシコ，ブラジル，インド，東アジア諸国とほとんど発展途上諸国がこうしてIMFの援助
を必要とする金融危機の道をたどらなければならないことになり，IMFのいうコンディショナ
リティを受入れざるをえない。そして，このIMFのコンデイショナリティを受入れて，自国経
済のいわゆるファンダメンタルズの改善につとめねばならなくなる。これが第3の役割として
指摘されるものである。
　現在進行している経済のグローバル化の流れのなかに入ってしまうと，IMF・GATT体制の
もとで国家の役割を果すことによって経済成長を実現していく以外に道がない。多国籍企業が
リスクなしで活動ができる環境としての認識をすること，これが経済的ファンダメンタルズの
　　　　㈱意義である。そして，そのなかで最も重要な政策が自国通貨価値の切下げである。
　すでにふれたように，IMFは，金融的な支援をおこなう条件として，金融・財政の引締めを
中心とした構造的改善をおこなうように要求する，その政策は，対象国の状況によって多少
異なるが，考え方は新古典派的共通性をもっている。項目的にあげてみると，緊縮財政（歳出
カット，増税）による均衡の実現，為替レートの切下げ（自国通貨価値の引下げ）による輸出
促進，金利引上げによる外資導入の促進，公定価格の引上げ，金融システムの健全化，（金融市
場の自由化によるシステムの近代化を計る），貿易・投資の自由化，などである。総じて，自由
化があらゆる面で強調されていることと，労働力や労働の価値が通貨価値が切下げられること
によって，大幅に切下げら払生産活動，さらには経済活動の縮少（国際通貨に換算して）が
ひきおこされるのである。つまり，IMFや世界銀行の政策には，このような国民的要求とかけ
はなれた経済的効果が，もりこまれていて，多国籍企業のためのよりよい経済環境がつくりだ
a4高懸雄治著「ドル体制とNAFTA」1996年参照。
a5）World　Bank；op．　cit．　p．p．5～7．
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されている。
　発展途上諸国が，このようなIMFや世界銀行の要求をうけいれること，国民経済的要求，つ
まり当該国の自立的経済発展の方向と対立するものであって，国家の役割としては，しだいに
国際的資本の要求に従属したものに変質してくる特徴をもっている。しかもこのような側面だ
けではなく，経済のグローバル化を促進するという立場に立つかぎり国家の役割が広汎な国民
的要求と離れていくという矛盾をもっている。こうした点から民主主義が存在するかぎり，国
家は，すでに指摘した役割のほかに，第4として国民的要求に立って，経済のグローバル化，
資本のグローバル化と対立して，これに抵抗する政策を実行しなければならなくなる。
　この点は，先進資本主義諸国も発展途上諸国にも共通した課題として提起されている。最重
要課題は，失業問題である。多国籍企業が資本の生産過程を発展途上諸国に移転させることに
よって，失業率の上昇が，先進国でまず現象した。この失業は景気循環的なものではなく，構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a6）造的なものとして経済のグローバル化とともに定着した。さらに本来的に存在していた発展途
上諸国の失業問題は解決されないばかりか，低賃金，重労働という資本主義化にともなう労働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　an問題も提起され，周期的な危機の到来をともなって貧困化はいっそうすすんだ。ここに全ての
国家に経済のグローバル化とともに進行しつつある反人民的経済現象に対して国家がどのよう
な役割をはたしうるのかという課題が提起されてきているのである。
　このように，国家の役割は，経済のグローバル化とともに分裂し，それぞれの間に存在する
矛盾が表面化しつつある。すなわち，「新工業化」からはじまる発展途上諸国の聞発戦略を，国
家の役割という視点からみると，しだいに国民的要求と乖離してくることとなるのである。こ
のように相対立する内容をもっているものとしてグローバル化のもとにおける国家の役割を認
識しておくことが必要であると同時に，国家の役割が，国民経済の枠組みそのものを崩してい
くような資本の運動を促進するものとなっているが故に，グローバル化の過程が，国民的要求
と矛盾・対立するものとなっているのである。
（3）
国民経済の諸側面にグローバル化の現象がみられるが，経済活動がこのように全面的にグロ
㈲　「豊かな先進諸国でも，事情はあまり変わらない。失業率の高さや，企業のダウンサイジング，
　実質賃金の低下，諸手当のないパートや日雇いへの依存，労働組合の衰退などによって経済不安が
　高まり，中流層が縮小しつつある。いくつも仕事をかけもちして長時間働いても，実質所得は低下
　の一途をたどっている。」（デビット・コーテン著西川潤監訳「グローバル経済という怪物」1997
　年，26ページ）
（17）メキシコの場合をみよう。「1982年以降の実質賃金の動向に関しては，82～87年にかけ実質最低
　賃金と実質賃金は30％以上低下したが，これは賃金水準を市場動向に連動させようとする政府当
　局の意向を反映するものであった。88～91年にかけ実質最低賃金は18．5％低落したけれども，88年
　以降の平均実質賃金指数は，94年までにようやく82年の債務危機の水準に近づくことができたに
　すぎなかった。」（吉川久治「メキシコ経済の開発と外国資本流入をめぐる諸問題」「国府台経済」
　第9巻1号1997年69ページ）
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一バル化していく根源的要因として資本のグローバル化をあげなければならない。
　「資本主義は，国民的レベルと，世界的レベルの双方で不均等に発展してきた。それは完成
することはなかったけれども，国民的レベルで再生産過程を社会化し，世界的レベルでそれを
国際化した。これらの歴史的諸傾向は，資本家による剰余価値の私的収奪との先鋭化した矛盾
の中に，そしてまた他の国ぐにと比べてある国ぐにの支配的で独占的な地位との矛盾の中にあ
　a⑳
った。」
　資本は本来，国民性と国際性をかねそなえもっている。したがって，センテスの指摘するよ
うに資本主義は国民的レベルと世界的レベルで発展してきている。しかし，その際重要なこと
は，世界的レベルでのその表現は，つねに国家をとおして実現していたのであり，不均等発展
もまた，国家間の不均等発展として現象していたのであった。
　このような資本の二重性の現象化が国家形態において従来は，集約され，その歴史的傾向を
形成していたのであったが，最近のグローバル化によって明確になってきたことは，この資本
の二重性，すなわち，国民性と国際性が，国家形態で集約されることなく，相互に分裂し，対
立しながら現象しているのである。つぎのバトナイークの指摘は，そのことについてふれている。
　「第3に，この巨大な金融の流れは，経済に介入して，その高い水準の活動を支えてきた国
民国家の活動をほりくづしてきた。このことが，資本主義世界のいたるところで，高水準の失
業をつくりだしているというだけではなくて，仲介者としての国家に訴えようとするすべての
思想，すなわち，ケインズ主義，社会民主主義，第三世界民族主義，など，そしてさらに共産
主義さえも，手だしのできないようにしてしまうといった危機をもたらしているように，私に
　　　　　ag）は認識される。」
　資本のグローバル化は，従来の資本の国際化と異っている。国際化では国民性にもとつく国
民経済の発展過程があって，国民経済の発展の過程としての国際化（センテスの引用文参照）
という認識であった。グローバル化は，資本の国民的性格，国民経済の発展，国のの役割と関
係のない資本の世界市場すなわち，国際金融市場での巨大な流れを形成してるのである。この
国際金融市場の形成をたどってみると，それは，世界資本主義の発展にとって欠かせないもの
として19世紀に出現し，自由貿易の拡大をもたらし，パックス，ブリタニカの繁栄をつくりあ
げたのであった。
　このような役割をはたしたロンドン金融市場は，国際貿易における多角決済制度の機能をは
たすものとして発達し，イギリスを中心とした国際貿易を通じて，国際取引，海運，保険など
のビジネスによる収益をイギリスにもたらした。それと同時に，この国際金融市場を通じて，
（18）Tamas　Szentes，　The　Transformation　of　The　Vl（orld　Economy，1988．（タマス・センテス著
　アジア・フリカ研究所訳「世界経済の転換一激動期の世界経済論一」1991年，47－48ページ）
（19＞Prabhat　Patnaik；‘‘Globalization　of　Capital　and　the　Theory　of　lmperialism，”Social　Scientist，
　No．282～83，1996，Nov。－Dec．　p．5。
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植民地への投資が活発におこなわれ，植民地経営からの収益もまたイギリスへ還流され，ロン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳ドンの国際金融市場の規模は急速に拡大していったのである。
　このように国際金融市場では，国際取引に対する決済機能を根幹としながら，世界的に高い
利潤率を求めて（といっても第2次世界大戦以前においては植民地制度によって帝国主義諸国
による領土分割が実現していた）移動する貸付資本の投資のための機能をもあわせもっていた。
　ところで，第2次世界大戦後のIMF・GATT体制は、アメリカからの国家によるドル撤布を
不可欠のもとして，成立し，機能していくことになった。この国家権力によるドル撤布によっ
てはじめて国際貿易や産業復興，経済開発にとって必要である国際的決済通貨としてのドルが
充分に供給されたのである。すでにセンテスの指摘にもあるように，国際流動性の供給と，そ
れによる経済発展は，国際間における不均等発展をつくりだし，この不均等発展は，一方にお
ける「ユーロカレンシーの市場」の形成と，他方における国際通貨としてのドルの減価＝ドル
　　　　　　　　　　　　　　　　⑳不安をつくりだしていくことになった。
　この国際的不均等発展の根底において，貸付資本の流通と，産業資本（機能資本）の運動の
間におけるギャップが常に存在しているのである。このことはすでに19世紀ロンドン金融市場
に存在していた。すなわち，イギリスに集積された貸付資本は，ロンドン市場における証券投
資を通じて収益を生みだしていたけれども，産業資本としての運動は，イギリスを離れて植民
地やヨーロッパにおいて実現していたのであって，世界経済における発展のセンターは，19世
紀末にアメリカや大陸ヨーロッパに移っていたのであった。
　第2次大戦後の資本の流れは，植民地体制の崩壊によって，金融市場の統合と市場の多極化
及び金融取引の自由化が促進され，ドルは世界市場の隅々にまで撤布されることになった。し
かしこの国際流動性は，国際的不均等発展の結果として，ヨーロッパ市場に滞留し，「ユーロカ
レンシー市場」を形成し，過剰な貸付資本として集積されることとなったのである。
　「もちろん，もし資本主義が，現在どこでも工業からおそろしく遅れている農業を発展させ
ることができるなら，またもし資本主義が，目のまわるほどの技術進歩にもかかわらずどこで
も依然なかば飢餓的で乞食みたいな生活をしている住民大衆の生活水準を高めることができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②なら，資本の過剰などということは問題になりえないだろう。」とレーニンが指摘しているよう
に，ここでの過剰は，あくまで資本主義生産にとっての過剰である。それでも先進資本主義諸
国が高度成長期にあった時期には，多国籍企業の相互乗入れなどがあって，生産の国際化によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳る資本の国際化によって，国際金融市場における現象としてはあらわれてこなかったのである。
ところが，図表1にみられるように1980年代になって，ユーロカレンシー市場の急速な拡大が
（2①　A．H，　Imlah，　Economic　Elements　in　theぬκBn’tanica，1958．
（2D吉川久治「現代資本主義と国際金融危機」（柴田政利編「現代資本主義と世界経済」1995年）
（n）レーニン著副島種典訳「帝国主義論」国民文庫，1967年，81ページ。
㈱　佐藤定幸著「多国籍企業の政治経済学」1984年参照。
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みられ，過剰貸付資本の規模が大きくなった。
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図表1　ユーロ・カレンシー市場の規模（1971～1984年末）
（単位：10億ドル）
19719721973 197419751976 197719 8 19791980 1981 1982 19831984
グ　　　　　　ロ　　　　　ス 150205310390480590 748 9461，245 1，5381，814 2，038 2，148 2，222
対　非　銀　行　債　務 30 3555 75 80100150187 219274353 397436 451
対公的通貨機関債務 15 25 40 60 70 8576 86 122 129114 9289 89
対その他銀行債務 105145215255330405522673 9041，135 1，347 1，549 1，6231，682
グロス中のユーロダラーの（％） 76 7873 77 78 79 75 73 ．72 74 77 7980 80
（注）1984年は6月現在。
（出所）Morgan　Guaranty　Trust，　World　Financial　Markets．　Jan．1981，　p．15，　Jan．1985，　p．15．より作成。
（引用）高懸雄治「ドル体制とNAFTA」1996年128ページ。
　世界経済が，産業の発達を中心にして高度成長をつづけている間は，産業資本での高利潤が
取得されるため，企業の多国籍化がすすんで，資本輸出の主要な形態が直接投資として実現し
ていたのであった。ところが，1970年代に資源ナショナリズムの発現によって世界の金融の流
れに変化が生じ，アメリカの銀行を中心にしてオイルマネーの還流のルートが形成され，ラテ
ン・アメリカ諸国の国際収支調整のためのファイナンスのための大量の流れが発生し，短期的
貸付資本による金融の流れが形成されていった。この流れは，もうひとつの重要な要因によっ
て巨大化することとなった。
　それは，IMF体制下のドルが，金との交換を停止することによって，この体制の柱であった
外国為替固定相場制がくつれ，変動相場制に移行したことである。このことによって，外国為
替の取引が，先物取引として，投機的利殖の手段となったことを意味するのである。
　本山氏は，この間の経緯を4段階にわけて次のようにのべている。
　「国際金融の戦後史は，大まかに4段階に区分けできると思われる。第1段階は，米国政府
のインフレーション政策がもたらすドルの対外価値低下を阻止すべく各国がドル保有を継続し
た時期，米国資本が生産物の輸出よりも海外資産の取得を選好した事情も，ドル価値低下に対
する各国政府の恐怖によって，説明できる。第2段階は成立したユーロ・ダラーを各国が取入
れる段階である。先進国の対米キャッチ・アップの過程であった。第3段階は，先進国のスタ
グフレーションによる資金需要の停滞からユーロ市場を経由した第三世界への貸付競争の時期
である。そして，第4段階がユーロ市場の自由さが弾ね返って先進国の金融自由化が進み，そ
のことによって資金フローの先進国へのUターンが生じた時期である。第三世界の債務累積問
題が顕在化したのもその反映である。第4段階は，シンジケート・ローンの停滞とセキュリタ
イゼーションの進行の時期でもある。この第4段階にいたって金融と生産との分離が目立ちは
　　⑳じめた。」
　ここでの議論の対象は1980年代後半までの時期であって，第4段階とされている80年代後半
⑳　山本美彦著「国際金融と第三世界」1987年，191ページ。
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においては，金融と生産の分離という指摘が，妥当であろう。その後1990年代においては，こ
の過程がいっそうすすんで，金融と生産の分断といった特徴がより明確になってきたように思
われる。
　本来国際金融市場は，先進資本主義諸国における過剰貸付資本の形成と，世界経済における
工業発展によって生じている生産の拡大にもとつく投資需要を結びつける役割を担って発達し
てきたのであった。第2次世界大戦後の世界経済においても，金融市場のこのような役割には，
変化がなかったのであるが，外国為替相場における変動相場制への移行後において，変化が生
じ，「金融と生産の分離」とみられるような状況が生まれてきたのであり，さらに1990年代には
両者の分断とみられる現象にまでいたっている。
　まつ第1に指摘されることは，生産の側における変化である。先進資本主義諸国が，低成長
時代に入って，新たな投資需要がこれら諸国では生じないということ，たしかに情報産業を中
心に新たな産業の出現がみられるが，大規模投資はなく，ダウンサイジングとリストラクチャ
リングで，利潤率の上昇はみられるものの，新規投資にともなう経済の拡大と高度成長はみら
れなくなり，生産の発展にともなう投資需要は発展途上諸国に移ったのである。こうしてたし
かに，1970年代の中東及びラテンアメリカ諸国，80年代から90年代前半にかけての東アジア諸
国と発展途上諸国のなかから工業的発展を担うセンターが出現したが，持続的発展を実現する
ことなく，金融危機におちいり，むしろそのたびに金融と生産の分離を深めていった。
　第2の要因としては，変動相場制移行後において，外国為替相場の変動による先物取引が，
高率の投機的収益を生みだすものとして出現し，急速に成長していったのである。「グローバル
金融市場では，毎日2兆ドルもの資金が，実物やサービスの取引とは関係なく，もっぱら投機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱的な利益を求めて動かされているのである。」
　資本は利益を求めて運動し，資本の運動は生産資本を経ることによって，生産の過程での剰
余価値をうみだすことによって自己増殖をとげるのであるから，単なる金融市場における金融
商品の売買で収益を取得しても，社会的富の生産には何らかのかかわりをもっているものでは
ない。しかし，金融取引は，貨幣の転態，すなわち，G－Gでしかないにもかかわらず，　G＝G＋
△gとなっていて巨額の△gを手に入れることができるとなれば，生産へと資本はむかわず，生産
から引上げられて金融商品の取引へと巨額の資本がむかったとしても不思議ではない。
　さらに第3に指摘しなければならなことは，現行の国際経済秩序のもとにおいては，アメリ
カを中心とした先進資本主義諸国の国家が，国際協力の名のもとで，このような金融市場への
ネットワークを世界的につくりあげ，発展途上諸国をも，このグローバル金融市場に包括し，
各国の門戸を開かせ，自由化政策をとらせ，この市場の一部を構成するものとして，国家自身
㈱　デビット・C・コーテン，西川潤訳「グローバル資本主義が人類を貧困化させる」「世界」1998年
　8月号。
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が，この国際経済秩序の構成要素となることが強制されているのである。こうした状況のもとで
重要な変化がおこっている。発展途上諸国は，本来貯蓄率が低いが故に，開発のための資金に
不足するということで，外資導入を計り，外国からの資本を導入して開発をすすめてきたが，
これら資本はきわめて流動的で，経済の停滞現象がおこると，国外への逃避がおこる。この状
況下で明白になることは，自国での資本蓄積が抑制されただけではなく，自国の資本も海外へ
の逃避に加わってしまい，経済開発はより困難になるということである。
　「結局のところ，金融のグローバル化は，実体経済においては，いずれの地域でも停滞と後
退をもたらしており，そのような地域で国民国家による“民主的方法で”の需要刺激　　原理
的要因を含んでのこと一の可能性を全体的に侵蝕することによって，そのことが，はじまっ
ていたのである。そして先進資本主義世界では，ある種の成長（1980年代につくられたような
水準で）のための分野を，それはつくりだしてはいるが，第三世界にとっては，成長のかわり
に実際には窒息させてしまうという反対の結果をもたらした。言いかえると，グローバル金融
の時代に組入れられた成長とは，地球上の二分された部分に本質的な分裂への効果をもたらし
　　　　　　⑦⑤ているのである。」
　国際金融市場の役割は従来以上に重みを増し，市場の示す指標に世界中が注目している。金
融資本の支配が名実ともに実現している。そしてこのことが資本主義をカジノ化してしまった
のである。このカジノ化された資本主義は，もうとつの側面，すなわち，生産における停滞で
あり，ひとびとの生活の水準における後退である。そして世界経済においては，従来とは異っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳た，新たな形態をとっての南北間の分断であり，対立であり，矛盾の激化である。
（4）
　資本の運動が，資本主義の発展とともに変化する局面をとらえ，それがもたらすグローバル
化の過程を考察してきた。経済のグローバル化と言われる現代の世界経済の諸相から，いくつ
かの問題点をとりあげ，いわゆる資本のグローバル化＝グローバル化された金融市場との関連
で考察しておきたいと思う。
　まつ第1に指摘できる問願点は，低成長時代に入った資本主義世界における生産と消費の関
（26）　Prabhat　Patnaik；op．　cit．　p．9．
（27）「1999年12月31日，新年の前日までに，我々はひとつの世紀の終りに到達する。もし，そのとき
　までに我々がいぜんとして核兵器による大虐殺に屈服していなければ，それはそれで祝賀すべき
　ことである。しかし金融カジノの熱気を冷やし，コントロールするための前向きの実践的な措置が
　すぐに取られないなら，ただそれだけのことである。ほとんどの人々にとって命をかけて，「双六」
　ゲームを行う結果は分かりすぎるほど分かっている。資本主義世界の都市中心にそびえたつ巨大
　なオフィスビル街では，いぜんとして生き残った金融ギャンブラーだけが祝杯を上げているであ
　ろう。残りの者には，アメリカの世紀の哀しみに沈んだ悲惨な終りがやって来る。」（スーザン・ス
　トレンジ著小林襲治訳「カジノ資本主義」1988年，277ページ）
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係である。資本主義には本来，消費の増加をこえて，生産の拡大が実現するという特徴が存在
しているが，経済が高度成長期にあっては，消費の拡大が生産のそれにおくれていても，消費
者信用などのシステムを活用することによって，将来の需要を先取りすることによって消費を
拡大して，生産の増加を支えることができた。ところが，政策的にも大規模な需要創出が不可
能になって，供給の側における競争を通じてより大きな利潤の実現を目指すという方向に資本
主義が転換して以来，低成長下における諸資本間の競争が実現した。
　低成長時代の資本主義においては，生産と消費の矛盾が，制度的に回避されることが困難で，
種々の形態で現象することとなった。低成長下の諸資本間の競争は，失業率の増大と実質賃金
の低下をもたらし，生産の停滞がさらにっそうの消費の縮小をよびおこすことになってしまい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱消費の減小がさらに生産を引き下げるという結果におちいっているのである。
　このような状況下にあって，資本の過剰化はいっそうすすみ，金融市場における新たな金融
商品の開発とその取引による収益の増加が目ざされることとなる。グローバル化された国際金
融市場に過剰化された貸付資本が流れこみ，投機的な利殖をめぐって，1日2兆ドルもの取引
が実現していのである。地域的な金融市場から吸いあげられた資本は，グローバル化された国
際金融市場へ，グローバル化された金融機関によって投入され，地域における諸産業の資本不
足が新たにつくりだされ，経済的不況の波が，金融のグローバル化によってひきおこされてい
　　　　　　　　　　　　　　　　㈲るのが，今日の実体経済の現実である。
　金融のグローバル化が進んで，特徴的となったことは，世界の金融市場が，情報通信のネッ
トワークによって，ひとつに統合されているということである。このような条件のもとで，各
国の経済が，資本の流出・入の自由のもとで不均等に発展しているのであるから，ひとたび停
滞や後退がおこると，急激な資本移動がおこり，その動きが増幅・加速され一挙に危機をむか
えてしまう。現象的にはそれぞれの国民通貨の危機となってあらわれ，対外的な通貨価値の低
下となり，国民経済が破壊される。
　こうして，第2の問題点としては，各国の国民経済の不均等発展が，金融のグローバル化と
結びつくことによって，世界市場においては，単なる不均等な発展という資本主義世界経済の
⑳　「1973年から93年までに，国民1人当り実質GDPは29パーセント増えたが，フルタイムで働いて
　いる男性の勤労所得（年収）の中央値は34，048ドルから30，407ドルへ，11パーセント減少した。白
　人男性の場合はもっとひどく，14パーセントも減少した。給与がピークに達するのは，45才から55
　才の間だが，その年齢層の大卒男性が最も打撃を受け，ほとんど信じられないことに年収の中央値
　が3分の1も下がったのである。」（レスター・C・サロー著山岡洋一，仁平和夫訳「資本主義の未
　来」1996年，38ページ）
⑳　「資本，製品，技術，人材の移動が容易になればなるほど，会社にでていかれたくない地域社会
　は，より多くの社会・環境コストを肩代わりして，魅力ある条件を提示する必要に迫られる。市場
　の開放が進めば，大会社が地域格差を利用して利益を上げるチャンスは増え，地域のルールに従う
　小規模な地元企業を圧倒することになる。」（デビット・コーテン著，前掲書，1997年159ページ）
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発展の形態という特徴にとどまることなく，グローバル化された世界経済のなかにおける矛盾
の集中，経済的ネットワークの弱い環として位置づけられ，一部地域における危機的現象をつ
くりだしているということである。
　世界経済における資本主義の不均等発展は，19世紀のイギリスにはじまり，大陸ヨーロッパ，
アメリカ，日本と，世界市場における成長センターをつくりだし，世界経済全体の拡大・発展
が各々の時代の特徴をえがいてきた。現代の特徴は，パックス・アメリカーナという国際経済
秩序のもとで，制度的に成長のセンターがつくられてきたことについてすでにのべてきたが，
先進諸国が低成長時代に入ってからは，ラテン・アメリカ諸国，東アジア諸国がその役割を果
すよう求められてきた。
　ところで，これら発展途上諸国が成長のセンターの役割を果すためには，先進諸国からの資
本の導入（多国籍企業の進出と資本市場の形成という形態）が不可欠で，外国資本による高度
成長を実現したが，このような成長センターでの特徴は，本来的な矛盾以上に，生産と消費の
間のギャップを急速に拡大し，たちまちにして過剰投資，過剰生産の状態をつくりだしてしま
い，外国資本の逃避，国民通貨の危機，国民経済の崩壊へと進んでしまった。図表2，は各国
の上昇と後退の極端な交替の様子を単的に表現している。発展途上諸国に関しては，金融のグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lローバル化の時代においては，再検討の余地のあることをしめしている。これら諸国経済の持
続的発展はどのようにして可能なのか。ここに改めて南北問題が問われることになる。
図表2　国内総生産の年初変化率
　　イ　　　　タ　　　　韓
　　K・　　イ　　国
　　系
　　チ
＊印は予測
出所：The　Economist　Sept．17，1998
???? ????? ????
　ひきつづいて第3の問題点の考察に移らねばならない。金融グローバル化の時代における南
北問題の課題としては，改めて南北間の協力の必要性を認識しなければならない。かつて，1960
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年代は，成長の時代であって，南の開発の促進，それによる南北格差の是正ということが，政
策目標であり，南北間の国際協力が新たな国際関係の理念として確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬①　その後，1980年代にはこのような南北協力は崩壊していた。そのことから，再び南北格差は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BD拡大し，とくに発展途上諸国における貧困の問題は深刻になった。南北協力が崩れて以後，時
代はグローバリズムとリージョナリズムの流れにかわって，ラテン・アメリカやアジアにおい
て，地域的経済協力を目的とする組織や機構が，さまざまな形で形成された。これらが主とし
て先進国のヘゲモニーを中心とする地域的覇権の具体的あらわれとなっているなかで，
ASEANは南南協力の具体的組織と理解されてきたが，1990年代のグローバル化の流れのなか
で，むしろ本質的な転換がおこった。その結果は，金融のグローバル化の世界的潮流を東南ア
ジアにおいて積極的に受け入れ，地域的な経済開発と多国籍企業の事業展開を結合するための
地域協力として実績をあげたが，97年以降通貨危機からはじまる一連の経済危機を経験するこ
ととなった。
　こうした経過をみると，新たな南北協力の必要性は，すでに第1，第2の問題点で明らかに
したように，金融のグローバル化が，実体経済の停滞や後退をひきおこし，とくに発展途上諸
国の地域産業や国民経済の破壊をひきおこしているということを認識し，この金融のグローバ
ル化を南北間の国際協力によって管理することが必要となっているのである。このことはかつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒）て新国際経済秩序樹立のための宣言でものべられたことである。現在そのことがますます重要
視されているのである。
（30）「1980年代の経過において，戦後まもない時期に10年区切りで形づくることではじまった開発協
　力に関する国際過程は，事実上崩壊した。」（The　South　Commission，　The　Challenge　to　the　Sozath，
　The　R4）ort　of　the　Soth　Commission，1990，　p．18．
⑳　「これは，グローバル資本主義が金銭を作り出す能力に目を奪われて，この資本主義の下で世界
　の真実の富が急速に破壊されている事実をわれわれが見落しているということだ。まつ第1に，自
　然の生きた資本が失われている。森林が，漁業が，鉱業資源の枯渇がすすんでいる。有毒な化学物
　質が市場に氾濫し，危険な廃棄物によって生産的な大地や水が死の区域に転じている。第2に，人
　間資本が破壊されている。グローバル企業関連の工場では，メキシコ側国境地帯の下請工場のよう
　に，労働基準が守られず，若い元気な女性たちが酷使されて，数年で視力を失ったり，アレルギー
　や内臓障害やストレスが重なって障害者となる例が多くみられる。第3に，社会資本が失われてい
　る。つまり，労働組合活動が弾圧され，低賃金が押しつけられ，労働者が使い捨ての商品のように
　扱われている。その結果必然的に起こる家族や地域社会の崩壊や暴力といった問題は社会に転化
　されるのである。第4に，制度資本がこわされている。グローバル主義の下で政治家が買収された
　り，反政府の政治活動に出資が行われるのもよく見られることだ。環境，健康，労働等の基準を守
　ることは社会の永続性にとって基本的なことだが，これらの基準も弱められる。」（デビッド・C・
　コーテン，前掲論文，「世界」1998年8月号，56－57ページ）
（32）「城内経済協力の戦略だが，ASEAN集団的輸入代替重化学工業化戦略から，ASEAN集団的外資
　依存輸出指向型工業化戦略と言うべき新戦略へ転換されたのは，明らかであると言わねばなるま
　い。」（清水一史「ASEAN域内経済協力の論理」「アジア経済」第34巻第8号，1993年，20ページ）
⑬　ANew　International　Economic　ordar，　vol．　II．（UNITAR　document　service）
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　最後に，第4として貨幣に関連する問題点を指摘しておきたいと思う。この問題は，国家の
役割の重要性を改めて確認することにもなるのである。現在の通貨制度は，管理通貨制度とし
て国家によって，管理・発行され，その価値は，国家管理によって維持されることになってい
る。したがって，各国の国民通貨（現実形態として）の価値を安定し，維持することは，国民
や国民経済に対する国家の重要な役割となっているが，他方で，IMF体制のもとで，国際経済
関係を維持していく上で，各国の国家が果さなければならない役割が与えられている。（前述）
この国家の二面性が，とくに発展途上国においては，相矛盾しており，おうおうにして，対立
した形をとって現象するのである。
　「国家が通貨を発行しているが，それは富を安全に保持する手段を創出しているのだと，信
じられている。そしてその国の通貨で，もしくは，それが価値下落をおこしている通貨にして
も，それによって世界の大部分が保有されているのであるから，全ての国はその価値を維持す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6のるという既得権益をもっていることが保護されてるのである。」
　バトナイークがここで指摘している点に注目しなければならない。貨幣の価値保全機能は，
資本主義経済の発展にとって，きわめて重要な機能であったが，今日の資本主義国際経済をみ
るとき，各国通貨の間に分裂が生じ，アメリカの国民通貨であるドルと，その他の通貨，とく
に発展途上国の通貨の間には本質的な差異が制度的に確立され，発展途上国の通貨には，貨幣
の価値保全機能はきわめて不安定な内容しか与えられていない。
　現在の国際通貨制度のもとにおいては，発展途上諸国の通貨は，世界貨幣としての機能，す
なわち，国際的諸取引の支払のための手段としての機能を排除されていることによって，貨幣
として不充分な状態におかれている。すなわち，価値保全機能の不安定性と世界貨幣機能排除
は関連性をもっていて，価値保全機能は，国際通貨制度のもとで，予め国際的取引における支
払手段から制度的に排除されていることによって，価値保全機能を充分に果しえなくなってい
るとみることができる。
　国民経済レベルでの資本主義の発展をたどるときに，発展途上国は，ほとんどが第2次世界
大戦後に国家的独立を実現し，国民経済の形成・確立へのすすんだ。当然のことだが，自立し
た国民通貨の発行も制度的にようやく確立したのであった。この国家的独立の達成以前の時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽）における貨幣制度は，植民地的制度として成立・運用されていた。したがって独立後，発展途
上国はようやく自立した貨幣制度をもつことができたのである。ところが，こうして国民通貨
をそれら諸国が発行することができるようになった時代の国際経済秩序の一部を構成する国際
通貨制度は，IMF体制のもとにあって，アメリカの国民通貨ドルが，国際的基軸通貨の地位を
獲得していたのである。この時点で，自立しえた発展途上諸国の国民通貨は，IMF体制のも
（34）　Prabhat　Patnaik，　op．　cit．　p．7．
㈲　本山美彦，前掲書　参照。
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と，ドルに従属する地位に位置づけられていたのである。換言すれば，発展途上諸国の通貨当
局は，その国際経済上の立場を維持していくためには，自国の国民通貨の価値保全機能を犠牲
にしても，国際取引の支払手段としてのドルを獲得・保有するために国家の役割を果すべく義
務づけられているのである。
　こうして，金融危機に見舞われた発展途上諸国は，自国通貨の価値を大幅に切下げて，国民
の労働力の価値，労働の生みだす価値，保有する資産の価値を切下げ，国民経済の規模を数年
後退させることによって，国際通貨ドルの保有を増大せ，債務を返済するための政策を優先せ
ざるを得なくなっているのである。
（付記　文部省科学研究補助金　基盤研究C，課題番号10630059による研究成果のL・・部である）
